
43

は 

じ 

め 
に

　

こ
こ
で
い
う
「
茶
俗
」
と
は
、
年
間
の
歳
事
や
人
生
の
通
過
儀
礼
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
登
場
す
る
茶
の
習
俗
を
意
味

し
、
こ
の
茶
俗
の
研
究
は
、
具
体
的
に
は
、
正
月
・
盆
月
や
産
育
・
婚
礼
・
葬
礼
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
番
茶
や
煎
茶
そ
の
も
の
の

あ
り
方
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
生
活
歳
事
や
通
過
儀
礼
に
重
要
な
役
割
を
担
う
献
茶
や
供
茶
・
施
茶
な
ど
の
行
為
を
検
証
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
茶
と
い
う
も
の
が
本
源
的
に
有
す
る
文
化
的
な
意
味
や
社
会
的
な
認
識
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
茶
俗
世
界
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
茶
湯（
チ
ャ
ト
ウ
）」
で
、
中
国
の
茶
文
化
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
以
来
、
古
く
は

平
安
時
代
か
ら
見
え
る
言
葉
で
あ
る
が
、「
喫
茶
」
や
「
茶
の
湯
」（
茶
道
）を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
き
た
日
本
の
茶
文
化
史
研

究
の
な
か
で
、
こ
の
「
茶
湯
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
無
い
。

　

か
つ
て
「
産
育
・
葬
送
儀
礼
に
み
る
日
中
茶
俗
の
比
較
研
究  

（
1
）」

と
題
す
る
論
稿
を
公
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
掲

葬
送
儀
礼
の
茶
俗
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出
し
た
史
料
だ
が
、
慶
長
八（
一
六
〇
三
）年
に
本
編
が
刊
行
さ
れ
た
『
邦
訳
日
葡
辞
書  

（
2
）』

に
は
「
茶
湯（Chato 

チ
ャ
タ
ウ
）」
の
項

目
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 Cha yu

（
茶
湯
）あ
る
場
所
、
す
な
わ
ち
、
死
者
の
名
前
を
記
し
た
小
さ
な
板
〔
位
牌
〕
の
前
に
供
え
て
、
そ
の
人
に
捧
げ
る

茶（Cha
）と
湯
。Chatou o aguru

（
茶
湯
を
上
ぐ
る
）上
の
よ
う
に
し
て
そ
の
茶
を
供
え
る

　

「
茶
湯（
チ
ャ
ト
ウ
）」
と
い
え
ば
、
今
日
、
正
月
や
七
月
の
盂
蘭
盆
と
い
っ
た
生
活
歳
事
の
な
か
に
、
あ
る
い
は
出
産
・
育
児
、

婚
礼
や
葬
礼
と
い
っ
た
通
過
儀
礼
の
な
か
に
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
言
葉
だ
が
、『
日
葡
辞
書
』
が
公
刊
さ
れ
た
時
代
に
は
、「
茶

湯
」
と
い
え
ば
祖
霊
祭
祀
に
と
も
な
っ
て
茶
を
供
え
る
習
俗
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

茶
俗
の
歴
史
は
十
四
世
紀
半
ば
の
文
献
に
遡
っ
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
早
期
の
史
料
と
し
て
姿
を
み
せ
は
じ
め
る
の
は
、
故

人
の
忌
日
や
法
事
・
供
養
な
ど
、
広
い
意
味
で
葬
送
儀
礼
に
属
す
る
世
界
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
前
稿
の
不
備
を
補
い

な
が
ら
、
葬
送
儀
礼
の
各
段
階
に
茶
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
中
国
の
喪
礼
茶

俗
を
も
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
．
葬
礼
茶
俗
の
歴
史

　

茶
の
原
郷
と
も
い
う
べ
き
中
国
の
茶
俗
の
歴
史
は
古
い
が
、
そ
れ
も
や
は
り
葬
礼
茶
俗
に
始
ま
る
。
知
見
す
る
か
ぎ
り
、『
礼

記
〈
地
官
〉』
の
周
成
王
誦
元
年（
紀
元
前
一
一
一
五
年
）項
に
「
荼
を
集
め
葬
礼
に
用
い
る
」
と
あ
る
の
が
そ
の
最
も
早
期
の
例
だ
が
、

西
周
朝
『
山
海
経
・
南
山
経
』
に
は
神
霊
祭
祀
に
用
い
た
「
祝
荼
」「
桂
荼
」
の
記
載
が
み
え
、
南
北
朝
の
斉
武
帝
粛
頤
が
永
明
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十
一（
四
九
三
）年
に
残
し
た
遺
言
に
は
「
生
け
贄
の
代
わ
り
に
果
物
・
菓
子
・
茶
・
飯
・
酒
で
祭
る
こ
と
」
を
命
じ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
南
宋
朝
の
劉
敬
叔
の
怪
奇
小
説
『
異
苑
』
に
は
、
茶
を
も
っ
て
墓
を
祭
る
家
族
が
登
場
す
る
と
い
う
。
中
国
の
葬
礼
茶
俗
は
、

宋
代
に
は
確
立
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
、
漢
民
族
は
も
と
よ
り
、
少
数
民
族
も
茶
を
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
、
茶
で
先
祖
を
祭

る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

日
本
の
場
合
、
葬
礼
に
ま
つ
わ
る
茶
俗
は
、
故
人
の
忌
日
や
命
日
な
ど
に
行
わ
れ
る
法
事
や
法
要
な
ど
に
お
け
る
供
茶
・
献
茶

と
し
て
そ
の
姿
を
見
せ
は
じ
め
る
。
所
見
し
た
史
料
な
か
で
、
そ
う
し
た
事
例
の
早
期
に
属
す
る
の
が
『
師
守
記
』
暦
応
二（
一

三
三
九
）年
十
月
九
日
条
の
「
今
日
浄
空
上
人
光
臨
有
大
茶
、
幸
甚
々
々
、
今
日
故
河
内
守
師
宗
朝
臣
忌
月
也
、
仍
浄
空
上
人
招

引
云
々
」
と
い
う
記
載
で
、
他
に
「
今
夕
先
忌
精
霊
五
七
忌
辰
也
、（
中
略
）御
対
面
、
先
羞
時
茶
等
、
其
後
於
御
閉
眼
四
間
有
説
法
、

卒
都
波
面
妙
法
蓮
華
経
一
部
、（
中
略
）
七
躰
佛
菩
薩
内
地
蔵
像
等
供
養
之
、（
中
略
）及
晩
被
送
遣
了
」
と
あ
り
、
続
け
て
「
参

墳
墓
」
の
記
事  

（
3
）が

み
え
て
い
る
。

　

法
事
や
法
要
な
ど
に
お
け
る
供
茶
・
献
茶
の
表
現
は
様
々
で
、
足
利
尊
氏
が
死
去
し
た
延
文
三（
一
三
五
八
）年
四
月
三
十
日
に

は
「
奠
茶  

（
4
）」

が
催
さ
れ
て
お
り
、
勝
定
院（
足
利
義
持
）の
遠
忌
仏
事
に
は
万
里
小
路
時
房
が
「
清
茶  

（
5
）」 

を
供
え
て
い
る
。
ま
た
、「
清

仲
大
居
士
大
祥
忌
」
に
茶
湯
儀
礼
と
し
て
「
茶
礼  

（
6
）」 

が
行
わ
れ
て
も
い
る
が
、「
投
茶
二
十
袋  

（
7
）」 ・「

曳
茶
持
参  

（
8
）」 

の
よ
う
に
、
茶
そ

の
も
の
の
持
参
や
献
供
と
い
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

葬
礼
茶
俗
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
、
茶
園
や
「
茶
湯
料
田
」・「
茶
湯
料
」
の
寄
進
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
日
本

茶
俗
史
の
研
究
」（
下  

（
9
））で
詳
細
を
記
述
す
る
予
定
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
こ
う
。

　

喫
茶
の
風
が
普
及
し
茶
文
化
が
そ
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
な
か
で
、
十
四
世
紀
半
ば
と
も
な
れ
ば
、
各
地
に
茶
園
の
分
布
が
確
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認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
寄
進
や
売
買
も
増
加
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
在
り
方
に
一
般
の
田
畠
と
は
異
な
る
側
面
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
早
期
の
好
例
が
、
暦
応
四（
一
三
四
一
）年
閏
四
月
二
十
一
日
付
「
沙
弥
十
念
高
野
山
御
影
堂
陀
羅
尼
田
寄
進
状  

（
10
）」

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
沙
弥
十
念
が
、
紀
伊
国
古
佐
布
郷
内
馬
場
彦
次
郎
垣
内
所
在
の
茶
園
地
子
等
を
含
む
田
地
を
、
高
野
山
御
影
堂
に
「
陀

羅
尼
料
足
」
と
し
て
寄
進
し
た
も
の
だ
が
、
寄
進
状
の
本
文
中
に
「
且
為
訪
二
親
徭
亡
妻
爲
菩
提
、
且
為
祈
十
念
現
世
安
穏
後
生

善
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
茶
園
を
含
む
二
ヶ
所
の
田
畠
は
、
沙
弥
十
念
が
、
夫
婦
二
人
の
両
親
と
今
は
亡
き
妻
の
菩
提
を
訪

（
弔
）い
、
ま
た
自
分
の
現
世
安
穏
・
後
世
善
処
を
も
祈
願
し
て
自
ら
が
「
願
主
」
と
な
っ
て
、
高
野
山
御
影
堂
に
寄
進
し
た
も
の

で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
障
害
を
除
い
て
種
々
の
功
徳
を
受
け
る
と
い
わ
れ
る
呪
文
が
「
陀
羅
尼
」
で
、「
陀
羅
尼
料
足
」
と
は
、

菩
提
を
弔
い
「
現
世
安
穏
後
生
善
処
」
を
祈
念
し
た
諷
経
や
勤
行
あ
る
い
は
月
毎
の
宿
忌
法
要
な
ど
に
集
ま
っ
た
人
々
に
振
舞
わ

れ
る
費
用
に
充
当
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
検
出
で
き
た
史
料
の
点
数
こ
そ
多
く
は
な
い
が
、
事
例
の
大

半
は
、
茶
園
・
田
畠
な
ど
の
寄
進
目
的
を
尊
霊
の
菩
提
を
弔
い
後
生
善
所
の
た
め
と
し
、
と
き
に
は
寄
進
者
本
人
の
逆
修
や
滅
罪

生
善
を
祈
願
し
て
の
寄
進
も
み
え
て
い
る
。
文
中
に
そ
う
し
た
目
的
に
関
す
る
記
載
は
み
え
な
い
が
、「
葉
室
山
御
霊
前
」
に
所

在
し
た
茶
園
を
寄
進
し
た
文
和
三（
一
三
五
四
）年
十
二
月
二
十
一
日
付
「
葉
室
長
光
茶
園
寄
進
状
」
も
同
様
の
も
の
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う  

（
11
）。

寄
進
に
際
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
置
文
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。『
勝
尾
寺
文
書
』
貞
治
五（
一
三
六
六
）年

十
月
十
七
日
付
「
比
丘
尼
見
心
置
文  

（
12
）」

は
そ
の
一
例
で
、
置
文
本
文
に
は
「
件
之
田
畠
茶
薗
樹
等
、
為
面
々
尊
霊
之
訪
ニ
此
置
文

也
、
於
末
代
、
此
旨
東
殿
・
松
岡
殿
、
可
為
御
計
者
也
」
と
み
え
て
い
る
。

　

寄
進
さ
れ
た
田
畠
を
「
茶
湯
分
ノ
田
地
」
と
表
現
し
て
い
る
の
が
、『
香
取
文
書
纂  

（
13
）』

に
あ
る
永
正
十
五（
一
五
一
八
）年
二
月
二
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十
八
日
付
「
香
取
小
四
郎
直
重
寄
進
状
案
」
だ
が
、
こ
の
寄
進
状
に
は
同
年
十
月
二
十
四
日
付
の
添
状  

（
14
）が

あ
り
、「
母
に
て
候
物
、

爲
靈
供
而
、
田
少
シ
奉
寄
候
、
永
代
彼
亡
者
の
御
と
ふ
ら
い
、
御
懇
切
に
被
成
可
給
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
永
二（
一

五
二
二
）年
十
一
月
十
三
日
付
の
「
浄
賢
・
道
阿
弥
連
署
請
文  

（
15
）」

は
、
九
条
家
の
家
司
浄
賢
ら
が
、
茶
そ
の
も
の
を
念
仏
堂
に
祀

ら
れ
て
い
る
前
関
白
の
霊
前
に
供
え
る
た
め
に
畠
地
を
寄
進
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
、
こ
う
し
た
茶
園
・
田
畠
等
の

寄
進
が
、
祖
霊
の
法
要
等
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用
に
充
当
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
史
料
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
茶
湯
分
ノ
田
地
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
上
記
の
よ
う
な
寄
進
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
茶
湯
料

田
」
あ
る
い
は
「
茶
湯
料
」
の
寄
進
で
あ
る
。
一
部
の
研
究
者
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
決
し
て
茶
の
湯
や
茶
会
を
催

す
諸
経
費
に
充
当
す
る
た
め
の
行
為
で
は
な
く
、
遺
族
や
子
孫
た
ち
が
、
今
は
亡
き
父
母
や
故
人
の
供
養
や
祖
霊
の
祭
祀
費
用
に

充
て
る
た
め
に
料
足
や
田
畠
を
寺
院
や
諸
堂
に
寄
進
す
る
も
の
で
、
と
き
に
は
自
ら
の
現
世
安
穏
・
後
世
善
処
を
も
願
っ
て
寄
進

す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
所
見
し
た
範
囲
内
で
「
茶
湯
料
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
る
早
期
の
史
料
は
、『
法
恩
寺
年
譜  

（
16
）』

応
永
十
三（
一

四
〇
六
）年
の
項
に
み
え
る
六
月
三
日
付
「
正
碩
田
地
寄
進
状
」
で
、
成
木
方
田
地
二
段
を
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
所
在
し
た
法（
報
）

恩
寺
の
石
塔
に
「
茶
湯
料
」
と
し
て
寄
付
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
今
は
亡
き
父
母
な
ど
祖
霊
祭
祀
の

供
料
に
充
て
る
た
め
の
行
為
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
明
通
寺
文
書
』
文
明
十
七（
一
三
八
五
）年
閏
三
月
二
十
一
日
付
「
日
光
坊
昌
範
置
文  

（
17
）」

が
記
す
「
当
坊（
日
光
坊
）エ
永
代
帰（
寄
）

附
之
中
、
方
々
暫
下
行
之
注
文
」
の
一
条
か
ら
は
、
高
野
山
西
谷
の
井
久
庵
へ
渡
さ
れ
る
べ
き
二
貫
文
の
う
ち
の
一
貫
文
は
、
日

光
坊
昌
範
自
身
の
位
牌
を
聖
衆
迎
向
院
に
立
て
置
く
た
め
の
「
茶
湯
領
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
茶
湯
領
」
は
「
茶
湯
料
」

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
「
茶
湯
料
」
や
「
茶
湯
代
」
は
田
畠
や
金
銭
ば
か
り
と
は
限
ら
ず
、
米（
茶
湯
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料
米
）が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り  

（
18
）、

共
同
出
資
に
よ
る
「
茶
湯
料
」
の
拠
出
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る  

（
19
）。

な
お
、
近

世
に
な
る
と
、
茶
湯
料
は
「
茶
湯
免
」「
茶
湯
面
」
と
も
称
さ
れ
て
幕
末
・
近
代
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
茶
園
・
田
畠
等
お
よ
び
茶
湯
料
田
・
茶
湯
料
等
の
寄
進
を
概
観
し
た
が
、
時
代
的
に
み
れ
ば
、
茶
園
等
の
寄
進
は
徐
々

に
姿
を
消
し
、
茶
湯
料
が
こ
の
行
為
を
包
括
し
な
が
ら
長
く
寄
進
の
意
味
を
持
ち
続
け
た
と
言
え
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
故
人
の
菩

提
供
養
の
経
費
に
充
当
す
べ
き
事
由
を
明
記
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
茶
園
等
の
寄
進
が
、
時
代
を
経
る
と
と
も
に
「
茶
湯
料
」
と
い

う
名
目
上
の
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
徐
々
に
社
会
的
認
知
を
獲
得
し
な
が
ら
特
定
の
意
味
を
含
ん
だ

言
葉
と
し
て
定
着
し
一
般
化
し
て
い
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

茶
園
や
茶
湯
料
の
寄
進
は
、
菩
提
を
弔
い
供
養
す
る
た
め
の
原
初
的
な
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
淵
源
に
は
、
茶
を
も
っ
て
精
霊

を
祭
祀
し
供
犠
す
る
と
い
う
、
茶
そ
の
も
の
が
持
つ
本
源
的
な
意
味
の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
法
事
や
法
要
な
ど
に
お
け
る
供
茶
・
献
茶
、
あ
る
い
は
茶
園
や
茶
湯
料
の
寄
進
と
し
て
の
歴
史
を
も
つ
葬
礼
の
茶

俗
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
継
承
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
中
国
に
つ
い
て
は
清
代
・
民
国
代
の
事
例
を
集
め
た
『
中
国
地
方

志
民
俗
資
料
匯
編  

（
20
）』、

日
本
に
つ
い
て
は
近
・
現
代
の
状
況
を
伝
え
る
『
日
本
民
俗
地
図
』「
解
説
・
資
料
」・『
日
本
産
育
習
俗
資

料
集
成  

（
21
）』

に
依
拠
し
、
一
連
の
葬
送
儀
礼
の
な
か
で
茶
が
特
徴
的
な
姿
を
み
せ
る
例
を
掲
出
し
な
が
ら
、
そ
の
茶
俗
が
ど
の
よ
う

な
意
味
を
有
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。



葬送儀礼の茶俗

49

2
．
近
・
現
代
に
お
け
る
中
国
・
日
本
の
葬
礼
茶
俗

〔
納
棺
の
茶
俗
〕「
口
中
含
茶
」

　

中
国
と
日
本
の
葬
礼
茶
俗
の
な
か
で
酷
似
し
て
い
る
事
例
と
し
て
興
味
深
い
の
が
、「
納
棺
」
の
際
に
登
場
す
る
茶
の
在
り
方

で
あ
る
。
中
国
華
東
域
の
江
西
省
『
昭
萍
志
略
』（
民
国
二
十
四
年
活
字
印
本
）に
よ
れ
ば  

（
22
）、

こ
の
地
域
に
は
「
亡
く
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
銀
物
・
米
・
茶
を
口
に
入
れ
る
」
と
い
う
習
俗
が
あ
り
、「
古
礼
」
で
は
「
含
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
例
は
他
に
も

確
認
で
き
、
中
南
域
の
広
西
壮
族
自
治
区
来
賓
県  

（
23
）で

も
、
死
の
直
前
に
、
少
し
ば
か
り
の
銀
と
茶
葉
を
包
ん
だ
袋
を
口
中
に
含
ま

せ
る
と
し
て
い
る
。
西
南
域
の
四
川
省
『
石
泉
県
志
』
は
清
乾
隆
三
十
三（
一
七
六
八
）年
の
刻
本
に
依
拠
し
た
も
の
だ
が
、
清
代

の
こ
の
地
域
に
は
「
死
者
を
ま
ず
沐
浴
し
、
糸
帛
で
そ
の
首
を
つ
つ
ん
で
か
ら
衣
服
を
着
せ
る
。
口
に
米
・
棗
・
銀
・
茶
を
含
ま

せ
て
入
棺
す
る
」
こ
と
を
「
小
斂
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
死
者
の
沐
浴
に
関
し
、
貴
州
省
独
山
県
の
苗
族  

（
24
）に

は
「
親
が
死
ん

だ
ら
茶
で
沐
浴
し
入
棺
す
る
と
い
う
民
俗
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
茶
の
清
浄
性
や
境
界
性
と
い
っ
た
意
味
を
考
え
る

上
で
も
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

　

中
南
域
の
湖
南
省
嘉
禾
県  

（
25
）で

は
、「
納
棺
に
際
し
て
随
身
巾
・
扇
・
塩
・
茶
・
米
を
用
い
、
死
体
の
周
り
は
子
孫
の
襲
衣
を
ぎ

っ
し
り
と
詰
め
る
」
と
あ
り
、
貴
州
省
開
陽
県  

（
26
）で

は
、
入
棺
の
際
に
「
茶
葉
を
三
角
形
の
布
袋
に
詰
め
て
死
者
の
頭
枕
」
に
し
た

と
あ
る
が
、
同
様
の
茶
俗
は
、
日
本
で
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
岡
山
県
新
見
市
千
屋  

（
27
）で
は
、「
棺
の
中
に
死
人
を
す
わ
ら
せ
、

ツ
メ
ワ
ラ
と
い
っ
て
わ
ら
を
つ
め
、
一
文
銭
を
い
れ
、
茶
枕
と
い
っ
て
番
茶
五
、
六
升
を
茶
袋
に
入
れ
る
」
と
あ
る
が
、
入
棺
の
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際
に
、
棺
の
中
に
茶
葉
や
茶
袋
な
ど
を
入
れ
た
り
死
者
に
持
た
せ
た
り
す
る
習
俗
は
、
と
く
に
沖
縄
県
に
多
い
。
た
と
え
ば
、
中

頭
郡
読
谷
村
座
喜
味
で
は
、「
死
者
の
ふ
と
こ
ろ
に
は
、
グ
ソ
ー
ヌ
ナ
ー
ギ
ム
ン（
み
や
げ
）と
し
て
茶
の
葉
・
生
米（
七
回
洗
い
な
お

し
た
も
の
）を
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
七
包
み
に
し
て
、
さ
ら
し
の
三
角
形
の
形
に
ぬ
っ
た
袋
に
入
れ
て
手
く
び
に
さ
げ
さ
せ
た
」
と

い
う
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
石
垣
市
川
平
や
八
重
山
郡
竹
富
町
竹
富
・
黒
島
で
も
同
様
の
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
平
良
市
の
島
尻

で
は
、
入
棺
に
あ
た
っ
て
「
ヤ
ス
ク
ボ
ン
と
い
う
四
角
の
木
の
盆
」
に
花
・
米
・
酒
・
塩
と
と
も
に
「
茶
湯
」
が
供
え
ら
れ
、
池

間
・
前
里
辺
り
で
は
「
中
ユ
カ
ノ
座
」
に
置
か
れ
た
死
体
を
酒
・
白
飯
・
お
菜
・
線
香
と
と
も
に
「
茶
の
湯
」
で
供
養
し
た
と

い
う
。

　

四
国
の
香
川
県
で
も
納
棺
時
に
茶
葉
を
入
れ
る
と
い
う
習
俗
が
あ
る
。
た
と
え
ば
大
川
郡
長
尾
町
多
和
で
は
「
茶
や
シ
キ
ビ
葉

を
棺
に
入
れ
て
わ
ら
を
つ
め
た
」
と
い
い
、
大
内
町
誉
水
の
場
合
は
、「
死
人
を
丸
い
棺
に
ね
じ
り
わ
ら
を
敷
い
て
坐
ら
せ
、
お

茶
の
葉
と
香
を
入
れ
、
棺
を
飾
っ
て
ヨ
ト
ギ
を
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
数
少
な
い
東
日
本
の
例
だ
が
、
埼
玉
県
秩

父
市
大
滝
村
滝
之
沢
に
は
「
茶
の
青
葉
、
な
い
と
き
は
製
茶
を
棺
の
中
に
ま
い
て
ふ
た
を
す
る
」
習
俗
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
深

谷
市
深
谷
で
は
「
入
棺
の
方
法
と
し
て
、
わ
ら
を
か
め
の
中
に
敷
い
て
遺
体
を
入
れ
、
ま
わ
り
に
籾
ぬ
か
の
袋
か
お
茶
が
ら
袋
を

つ
め
て
体
を
支
え
て
ふ
た
を
し
た
」
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
茶
と
い
う
も
の
の
社
会
的
認
識
を
考
え
る
素
材
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

な
お
、
納
棺
を
す
ま
せ
た
喪
主
は
、
様
々
に
飾
り
立
て
た
祭
壇
に
棺
を
安
置
し
、
一
夜
を
親
類
た
ち
と
共
に
過
ご
す
。
日
本
で

は
こ
れ
を
「
通
夜
」
と
称
し
て
い
る
。
清
代
の
例
に
な
る
が
、
中
国
中
南
域
の
湖
南
省
興
寧
県  

（
28
）で

は
、
納
棺
後
、
親
戚
や
朋
友
が

豆
・
蔬
・
酌
や
茶
な
ど
を
供
え
て
共
に
夜
を
過
ご
す
こ
と
を
「
座
夜
」
と
称
し
て
い
る
。
日
中
茶
俗
の
同
異
を
知
る
一
例
と
な
ろ

う
。
茶
俗
の
範
疇
と
は
い
い
に
く
い
が
、
台
湾
省
の
高
雄
県  

（
29
）で

は
、
葬
送
に
あ
た
っ
て
死
者
が
生
前
に
使
っ
て
い
た
茶
碗
を
割
る
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と
い
い
、
日
本
に
も
同
様
の
習
俗
が
現
存
し
て
い
る
。

〔
供
犠
の
茶
俗
〕「
献
茶
・
点
茶
・
奠
茶
」

　

死
者
の
霊
前
に
供
え
る
物
は
、
実
に
多
彩
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
茶
は
重
要
な
供
物
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

霊
前
の
供
物
を
取
り
除
い
て
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
「
茗
」
を
献
じ
る
と
い
う
の
は
、
中
国
中
南
域
の
湖
南
省
巴
陵
県
の
例
だ
が
、
こ

れ
は
清
代
の
習
慣
で
も
あ
っ
た  

（
30
）。

華
北
域
の
河
北
省
張
北
県  

（
31
）で

は
、
喪
礼
祭
祀
に
あ
た
っ
て
左
右
に
「
茶
所
」・「
酒
所
」
と
呼
ば

れ
た
机
棚
が
並
べ
ら
れ
、
主
祭
者
と
な
る
長
男
は
、
こ
の
「
茶
所
」
に
置
か
れ
た
三
個
の
茶
碗
を
か
か
げ
て
献
茶
の
礼
を
四
回
繰

り
返
す
と
い
い
、
滄
県
で
も
同
様
の
献
茶
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
祭
祀
供
茶
と
し
て
の
「
点
茶
」
の
儀
を
行
う
と
い
う
の
は
東
北

域
の
吉
林
省
通
化
県  

（
32
）だ

が
、
西
北
域
の
陝
西
省
渭
南
地
区  

（
33
）で

は
、
殯
の
前
夜
、
主
祭
者
が
三
献
の
礼
を
行
い
、
最
後
に
孫
が
「
奠

茶
」
し
て
か
ら
来
賓
を
賓
館
に
送
る
慣
わ
し
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

霊
前
に
供
え
ら
れ
る
品
物
の
種
類
に
は
、
日
中
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、「
献
茗
」「
点
茶
」「
奠
茶
」
と
い
っ
た
供

茶
の
儀
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
が
、
日
本
で
は
、
供
物
と
し
て
茶
を
供
え
る
こ
と
を
「
茶
湯（
チ
ャ

ト
ウ
）」
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
比
べ
て
、
中
国
の
喪
礼
の
な
か
に
「
茶
湯
」
と
い
う
呼
称
を
見
出
す
こ
と
は
少
な
い
。

〔
葬
列（
野
辺
送
り
）の
茶
俗
〕「
茶
湯
」

　

野
辺
送
り
や
葬
送
の
行
列
に
、「
茶
湯
」
と
称
す
る
者
が
同
行
す
る
例
を
し
ば
し
ば
見
出
す
こ
と
が
で
き
る  

（
34
）。「
天
水
」
や
「
香

炉
」
な
ど
と
共
に
「
天（
奠
）茶
」
と
か
「
茶
ト
ウ（
茶
湯
・
茶
筒
）」
と
呼
ば
れ
た
者
が
随
行
す
る
こ
う
し
た
事
例
は
、
と
く
に
東
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北
地
方
に
濃
密
に
分
布
し
て
お
り
、
多
く
の
場
合
、
故
人
の
子
供
や
従
兄
弟
・
孫
一
人
が
こ
の
役
割
を
担
っ
た
。
青
森
県
下
北
郡

大
間
町
大
間
の
野
辺
送
り
に
関
し
て
は
、
文
政
十
一（
一
八
二
八
）年
二
月
の
『
行
列
帳
』
に
「
茶
一
人
」
の
記
載
が
あ
る
と
い
う
が
、

岩
手
県
や
宮
城
県
で
は
、
こ
の
「
茶
湯
」
を
単
に
「
茶
」
と
か
「
お
茶
一
人
」
と
か
称
し
て
い
る
。

　

葬
列
の
な
か
の
「
茶
ト
ウ（
茶
湯
・
茶
筒
）」・「
天（
奠
）茶
」
役
の
随
行
は
、『
中
国
地
方
志
民
俗
資
料
匯
編
』
か
ら
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
興
味
を
ひ
く
の
が
中
南
域
河
南
省
新
安
県
の
事
例
で
、『
新
安
県
志
』（
民
国
二
十
八
年
石

印
本
）に
は
「
葬
之
晩
、
孝
子
則
持
香
・
米
・
茶
湯
・
柴
草
于
墓
側
澆
漑
、
然
后
焼
之
、
如
是
者
三
日
、
名
曰
「
焼
炮
火
」（
意
炮

為
祓
之
訛
、
有
祓
除
不
祥
意
）」
と
見
え
て
い
る
。「
祓（
炮
）火
を
焼
く
」
と
い
っ
た
行
為
に
ケ
ガ
レ
を
祓
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
し
、日
本
の
各
地
に
残
る
盆
行
事
を
中
心
と
し
た
茶
湯（
チ
ャ
ト
ウ
）を
彷
彿
と
さ
せ
る
習
俗
で
も
あ
る
が
、一
方
で
、香
・

米
・
柴
草
と
と
も
に
墓
へ
「
茶
湯
」
を
持
参
す
る
事
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
中
国
の
葬
列
に
「
天
水
」・「
香
炉
」
な
ど
と
も
に
「
茶

湯
」
と
呼
ば
れ
た
役
割
の
者
が
随
行
し
た
可
能
性
も
存
在
す
る
。

〔
相
互
扶
助
の
茶
俗
〕「
茶
講
」

　

葬
式
の
当
日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
式
後
三
日
目
・
七
日
目
や
忌
明
け
、
命
日
に
行
わ
れ
る
法
事
・
法
要
な
ど
に
、
親
戚
や
故

人
の
友
人
を
招
い
て
茶
で
接
待
し
た
り
振
舞
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
日
本
で
は
「
茶
ノ
ミ
」「
オ
茶
ワ
カ
シ
」「
茶
立
テ
」
な
ど
と

い
う
地
域
も
あ
り
、
そ
う
し
た
茶
俗
は
日
中
間
に
大
き
な
差
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
接
待
や
振
舞
い
の
場
面
で
重
要
な
役
割
を
演

じ
る
の
が
、
隣
近
所
や
親
戚
に
よ
る
相
互
扶
助
で
あ
る
。
中
国
の
事
例
と
し
て
は
、
華
東
域
の
山
東
省  

（
35
）に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
主

人
に
か
わ
っ
て
弔
問
客
を
別
室
に
招
い
て
茶
や
饌
で
も
て
な
す
接
待
役
の
こ
と
を
「
知
客
者
」
と
呼
ん
で
お
り
、
親
戚
や
友
人
が
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代
り
に
こ
れ
を
務
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
習
俗
は
昔
の
「
相
助
」（
相
互
扶
助
）の
名
残
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

西
北
域
の
陝
西
省
咸
陽
地
区  

（
36
）で

は
、「
司
賓
延
客
待
茶（
司
賓
は
客
を
招
い
て
茶
で
も
て
な
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
司
賓
」

と
呼
ん
で
お
り
、
渭
南
地
区  

（
37
）で

は
「
孫
奠
茶
畢
、
送
賓
入
賓
館（
孫
は
、
茶
を
奠
じ
て
か
ら
賓
を
賓
館
に
送
る
）」
の
よ
う
に
、
こ
の
接

待
役
を
孫
が
務
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

葬
儀
に
限
ら
な
い  
（
38
）の

だ
が
、
こ
う
し
た
相
互
扶
助
の
あ
り
方
も
、
茶
俗
の
な
か
に
含
め
て
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
中
国
で
は
わ

ず
か
な
事
例
し
か
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
場
合
、
初
七
日
や
忌
明
け
・
法
事
に
親
類
や
近
隣
の
人
々
が
集
ま
っ
て
共
食

す
る
こ
と
を
「
茶
講
を
す
る
」
と
い
い
、
西
日
本
、
と
り
わ
け
佐
賀
県
に
濃
密
に
残
る
茶
俗
で
あ
る
。
た
と
え
ば
佐
賀
県
杵
島
郡

大
町
町
で
は
、「
ハ
ツ
ナ
ン
カ
と
い
う
六
日
目
の
晩
に
は
、
組
内
の
人
を
招
き
茶
講
を
す
る
。
フ
タ
七
日
に
も
茶
講
を
す
る
が
、

こ
の
と
き
の
経
費
は
親
戚
が
出
す
。
五
十
五
日
に
も
茶
講
を
お
こ
な
う
。
年
忌
供
養
を
し
な
い
年
は
祥
月（
シ
ョ
ウ
ツ
キ
）と
い
っ
て
、

近
所
の
人
を
招
い
て
茶
講
を
す
る
」
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
「
茶
講
」
の
茶
俗
は
県
下
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
「
茶
講
」
と
い
う
の
は
隣
保
組
織
と
言
う
べ
き
で
、
佐
賀
県
以
外
に
も
、
九
州
で
は
長
崎
県
・
熊
本
県
・
宮

崎
県
で
も
存
在
し
、
宮
崎
市
広
原
麗
で
は
通
夜
か
ら
葬
式
手
伝
い
・
野
辺
送
り
・
墓
穴
堀
り
に
至
っ
て
取
り
仕
切
る
「
茶
コ
ウ
ジ

ュ
ウ（
茶
講
中
）」
の
活
動
が
詳
細
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
熊
本
県
八
代
市
妙
見
町
に
「
茶
ノ
ミ
屋
」、
福
岡
県
柳
川
市
沖

ノ
端
に
「
御
茶
仲
間
」
と
い
う
名
前
の
「
茶
講
」
も
あ
る
が
、
九
州
以
外
で
も
、
中
国
地
方
で
は
広
島
県
山
県
郡
大
朝
町
新
庄
に

報
恩
講
と
な
ら
ん
で
「
茶
講
」、
岡
山
県
上
房
郡
賀
陽
町
吉
川
に
は
「
講
組
」、
近
畿
地
方
で
は
大
阪
府
南
河
内
郡
千
早
赤
坂
村
千

早
に
「
茶
組
み
」
と
称
す
る
隣
保
組
織
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
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〔
キ
ヨ
メ
の
茶
俗
〕「
飲
茶
」

　

最
後
に
、
葬
送
儀
礼
そ
の
も
の
と
直
接
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
世
界
と
不
可
分
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
死
の
ケ
ガ

レ
と
密
接
に
関
わ
る
キ
ヨ
メ
の
機
能
を
も
た
さ
れ
た
茶
俗
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

死
人
の
出
た
家
の
火
や
水
が
忌
避
さ
れ
る
の
は
一
般
的
な
在
り
方
で
、
東
北
地
方
で
は
、
別
火
の
観
念
が
強
く
、
そ
の
家
に
行

っ
て
お
茶
や
食
事
を
し
な
い
し
、
そ
の
家
も
来
客
に
お
茶
を
出
す
な
ど
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
地
域
が
多
い
。
も
し
葬
式
の
あ
っ

た
家
で
茶
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、「
お
寺
に
行
っ
て
さ
い
銭
を
あ
げ
、
お
茶
を
も
ら
っ
て
飲
め
ば
よ
い
」
と
す
る
神
奈
川
県
中

郡
大
磯
町
大
磯
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
富
山
県
西
礪
波
郡
福
岡
町
沢
川
で
は
「
湯
灌
は
近
隣
の
人
が
行
い
、
使
っ
た
水
は
ソ

ウ
ザ
ン
マ
イ（
火
葬
場
）に
捨
て
た
。
湯
灌
に
あ
た
っ
た
人
は
手
ヲ
ノ
ゴ
ス
と
い
っ
て
、
一
週
間
は
湯
茶
を
使
わ
ず
、
食
事
も
家
族

と
別
に
し
、
ト
イ
レ
に
も
出
入
り
を
禁
じ
た
」
と
い
う
。

　

総
じ
て
見
れ
ば
、
静
岡
県
以
西
の
地
域
で
は
、
茶
を
飲
む
こ
と
で
死
穢
が
清
め
ら
れ
る
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

静
岡
県
庵
原
郡
由
比
町
町
屋
原
で
は
「
葬
式
後
、
家
人
は
一
〇
日
の
間
は
、
他
家
を
訪
問
す
る
時
に
は
隣
家
に
立
ち
寄
り
、
お
茶

を
一
杯
も
ら
っ
て
飲
ん
で
か
ら
出
か
け
た
」
と
あ
る
。
福
井
県
大
飯
郡
高
浜
町
上
瀬
で
は
「
ノ
か
ら
帰
る
と
き
は
、
海
で
足
を
洗

い
、
そ
れ
か
ら
お
寺
で
茶
を
飲
む
」
と
さ
れ
、
愛
知
県
知
多
郡
日
間
賀
島
村
で
は
「
三
十
五
日
目
に
す
す
払
い
を
し
、
畳
を
も
と

に
も
ど
し
、
寺
で
お
茶
を
も
ら
っ
て
飲
む
と
、
忌
が
あ
け
る
」
と
言
わ
れ
た
。
三
重
県
熊
野
市
磯
崎
町
に
も
「
死
ん
で
か
ら
一
週

間
し
て
か
ら
寺
で
お
茶
を
飲
ん
で
魔
を
消
し
、
漁
業
に
は
じ
め
て
出
か
け
」
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
ま
た
高
知
県
吾
川
郡
吾
北
村
小

川
新
別
で
も
「
埋
葬
を
終
わ
っ
て
帰
る
と
、
ま
ず
塩
で
身
を
清
め
、
出
入
り
口
の
縁
に
湯
飲
み
に
入
れ
て
お
い
て
あ
る
茶
を
の
む
」

と
さ
れ
、
土
佐
郡
本
川
村
越
裏
門
で
は
「
門
口
や
縁
先
で
塩
バ
ラ
イ
を
し
、
茶
を
飲
ん
で
清
め
た
」
と
い
う
。
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な
お
、
中
国
の
茶
俗
に
、
こ
の
よ
う
な
類
の
事
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
清
康
熙
三
十
二（
一
六
九
三
）年

刻
本
に
よ
る
河
南
省
『
内
郷
県
志
』
に
は
、「
南
陽
之
俗
」
と
し
て
、
弔
問
に
来
た
人
は
「
一
茶
而
去
」、
つ
ま
り
ち
ょ
っ
と
茶
を

飲
ん
で
帰
る
と
よ
い
と
記
し
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
、
弔
問
し
た
こ
と
で
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
死
穢
を
、
飲
茶
に
よ
っ
て
清
め

る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
死
の
忌
み
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
茶
俗
で
あ
る
と
は

い
え
よ
う
。結

び
に
か
え
て ―

―
 

葬
礼
茶
俗
に
み
る
茶
の
文
化
的
特
質 ―

―

　

以
上
、
中
国
の
喪
礼
を
も
合
わ
せ
な
が
ら
、
十
四
世
紀
半
ば
以
降
の
文
献
に
遡
っ
て
確
認
で
き
る
日
本
の
葬
礼
茶
俗
の
歴
史
を

追
い
求
め
、
そ
れ
が
近
・
現
代
に
ど
の
よ
う
な
形
で
継
承
さ
れ
た
の
か
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
証
し
て
き
た
。

　

法
事
や
法
要
な
ど
に
お
け
る
供
茶
・
献
茶
は
祖
霊
に
対
す
る
饗
応
で
あ
り
、
茶
園
や
茶
湯
料
の
寄
進
も
同
様
に
菩
提
の
弔
い
を

祈
念
し
た
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
茶
は
、
此
の
世
に
あ
る
者
と
あ
の
世
に
お
わ
す
精
霊
と
を
結
び
つ
け
る
媒
体
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
茶
は
此
岸
と
彼
岸
の
境
界
に
位
置
す
る
文
化
の
モ
ノ
で
あ
っ
た
。
納
棺
や
供
儀
あ
る

い
は
死
穢
と
の
か
か
わ
り
で
姿
を
み
せ
る
茶
の
あ
り
方
も
ま
さ
に
こ
の
境
界
性
の
範
疇
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
茶
は
、

死
穢
と
い
う
非
日
常
的
な
世
界
に
区
切
り
を
つ
け
た
り
死
の
ケ
ガ
レ
を
キ
ヨ
メ
て
日
常
に
戻
る
た
め
の
機
能
を
持
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
葬
送
儀
礼
の
茶
俗
は
、
ま
さ
に
茶
と
い
う
も
の
が
本
源
的
に
有
す
る
意
味
あ
る
い
は
そ
う
し
た
茶
を
受
け
と
め
て

き
た
社
会
的
認
識
の
一
端
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注（
1
）　
『
比
較
日
本
文
化
研
究
』
第
八
号　

二
〇
〇
四
年
十
一
月

（
2
）　

岩
波
書
店　

一
九
八
〇
年
刊

（
3
）　
『
師
守
記
』
貞
和
元（
一
三
四
五
）年
九
月
二
十
七
日
条

（
4
）　
『
無
涯
浩
禅
師
語
録
』「
小
佛
事
」
の
項
、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
十
一
所
載
。

（
5
）　
『
建
内
記
』
嘉
吉
三（
一
四
四
三
）年
正
月
十
八
日
条

（
6
）　
『
蔗
軒
日
録
』
文
明
十
六（
一
四
八
四
）年
十
一
月
一
日
条

（
7
）　

同
前
、
文
明
十
六（
一
四
八
四
）年
六
月
二
十
四
日
条

（
8
）　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
三（
一
四
八
一
）年
四
月
二
十
二
日
条

（
9
）　
『
人
間
文
化
研
究
』
二
十
六
号
収
載
予
定

（
10
）　
「
続
宝
簡
集
」
六
、『
高
野
山
文
書
』、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
六

（
11
）　
『
臨
川
寺
重
書
案
文
』、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
十
九

（
12
）　
『
箕
面
市
史
』
史
料
編
二

（
13
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
九
編
之
八

（
14
）　

同
前
、『
香
取
文
書
纂
』

（
15
）　
『
九
条
家
文
書
』
四

（
16
）　
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
八

（
17
）　

福
井
県
公
文
書
館
「
古
文
書
」
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
。

（
18
）　

天
文
十
六（
一
五
四
七
）年
五
月
二
十
六
日
、
毛
利
元
就
は
安
藝
大
通
院
に
「
茶
湯
料
米
」
を
寄
進 

（『
長
防
風
土
記
』、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所「
大
日
本
史
料
総
合
」デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
）。室
町
後
期
と
推
定
さ
れ
る
年
未
詳
正
月
十
七
日
付「
吸
江
斉
宗
有
書
状
」
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は
「
三
郎
位
牌
」
が
立
て
置
か
れ
た
こ
と
の
礼
を
述
べ
、
同
人
の
二
十
九
日
の
命
日
に
あ
た
っ
て
「
茶
湯
料
弐
石
」
を
遣
進（『
大
徳
寺
文

書
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
古
文
書
目
録
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
に
よ
る
）。『
瑞
泉
寺
文
書
』（
富
山
県
公
文
書
館
所
蔵
史
料
）明

暦
二（
一
六
五
六
）年
十
月
十
七
日
付
「
奥
村
因
幡
ら
書
状
」
に
は
「
茶
湯
料
米
五
十
俵
」
が
、
文
化
六（
一
八
〇
九
）年
十
二
月
付
「
快
円

住
覚
」
に
は
「
茶
湯
料
三
石
」
が
瑞
泉
寺
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
。

（
19
）　
『
天
文
日
記
』
天
文
十
三（
一
五
四
四
）年
十
一
月
八
日
条
〔「
れ
き
は
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
〕
ほ
か
。

（
20
）　

一
九
八
二
年
、
北
京
大
学
に
民
俗
学
会
が
設
立
さ
れ
、
数
多
く
の
地
方
志
に
記
載
さ
れ
て
い
る
民
俗
資
料
が
編
纂
・
出
版
さ
れ
た
の
が
、

丁
世
良
・
趙
放
両
氏
の
主
編
に
な
る
『
中
国
地
方
志
民
俗
資
料
匯
編
』
全
六
巻（
北
京
図
書
館
出
版
社
）で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た
民
俗
資
料

は
、
時
代
的
に
は
大
半
が
民
国
・
清
国
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
礼
儀
民
俗
の
「
婚
礼
」「
喪
礼
」「
生
育
」
と
、
歳
時
民
俗
の
「
正
月
」「
三

月
」「
七
月
」「
十
二
月
」
な
ど
に
は
茶
俗
に
関
す
る
記
載
も
多
く
確
認
さ
れ
、
生
活
民
俗
・
信
仰
民
俗
に
は
、
茶
の
栽
培
や
製
茶
あ
る
い

は
茶
に
ま
つ
わ
る
俗
信
や
伝
説
を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
。同
書
の
詳
細
は
拙
稿「
中
国
中
南
域
の
茶
俗　

中
国
茶
俗
ノ
ー
ト
Ⅰ
」（『
人

間
文
化
研
究
』
第
一
号　

一
九
九
九
年
十
一
月
）、
中
国
茶
俗
に
つ
い
て
は
同
号
以
下（『
人
間
文
化
研
究
』
第
一
・
二
・
四
・
五
・
六
号
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）　

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
同
三
十
九
年
度
の
三
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
、
文
化
財
保
護
委
員
会
が
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
民
俗
資

料
緊
急
調
査
」
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
『
日
本
民
俗
地
図
』
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
注（
1
）の
論
稿
参
照
。

（
22
）　

以
下
、
中
国
茶
俗
の
事
例
は
全
て
『
中
国
地
方
志
民
俗
資
料
匯
編
』
に
よ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
誌
の
典
拠
本
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
記
載
事
例
が
何
時
頃
の
状
況
を
伝
え
た
も
の
か
を
知
る
参
考
と
な
る
の
で
、
適
時
、
そ
れ
を
記
し
た
。

（
23
）　
『
来
賓
県
志
』
民
国
二
十
六
年
鉛
印
本

（
24
）　
『
独
山
県
志
』
一
九
六
五
年
貴
州
省
図
書
館
油
印
本
〈
苗
蛮
民
俗
〉

（
25
）　
『
嘉
禾
県
図
志
』
民
国
二
十
年
刻
本

（
26
）　
『
開
陽
県
志
稿
』
民
国
二
十
八
年
鉛
印
本
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（
27
）　

日
本
の
茶
俗
事
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
半
を
『
日
本
民
俗
地
図
』「
解
説
・
資
料
」・『
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
』
に
依
拠
し
た
。

（
28
）　
『
興
寧
県
志
』
清
光
緒
元（
一
八
七
四
）年
刻
本

（
29
）　
『
高
雄
県
志
』
一
九
五
八
年
至
一
九
六
八
年
鉛
印
本

（
30
）　
『
巴
陵
県
志
』
清
同
治
十
一（
一
八
七
二
）年
刻
本

（
31
）　
『
張
北
県
志
』
民
国
二
十
四
年
鉛
印
本

（
32
）　
『
通
化
県
志
』
民
国
十
六
年
鉛
印
本

（
33
）　
『
同
官
県
志
』
民
国
三
十
三
年
鉛
印
本

（
34
）　

前
掲
注（
1
）の
論
稿
参
照
。
そ
の
な
か
で
「
天（
奠
）茶
」「
茶
湯
」「
茶
筒
」
と
い
っ
た
役
割
を
持
つ
も
の
は
全
事
例
の
二
六
％（
三
〇
例
）

を
占
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
35
）　
『
増
修
登
州
府
志
』
清
光
緒
七（
一
八
八
一
）年
刻
本
、『
莱
陽
県
志
』
民
国
二
十
四
年
刻
本

（
36
）　
『
高
陵
県
志
』
清
光
緒
十（
一
八
八
四
）年
刻
本

（
37
）　
『
同
官
県
志
』
民
国
三
十
三
年
鉛
印
本

（
38
）　

出
産
や
婚
礼
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
茶
講
」
は
相
互
扶
助
の
隣
保
組
織
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

（
1
）お
よ
び
拙
稿
「
中
国
・
日
本
の
婚
礼
茶
俗
と
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（『
人
間
文
化
研
究
』
第
十
七
号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

参
照
。


